
ワイズユースの要素 1）社会経済的配慮





ワイズユースの要素

2) 住民参加
地域住民による湿地管理への参加

3) パートナーシップ（協働）

中央政府と地方政府；行政と企業、

市民、NGOとの協働



住民参加と谷津干潟
ワイズユース・ハンドブックno.5



住民参加と谷津干潟
決議VII.8 住民参加による湿地管理ガイドライン

★

★★★



上流域と下流域で

つながろう

・中央官庁と自治体の協働

・企業の参画



ワイズユースの要素

4) 制度整備
法律上の根拠があった方が長続きする。

5) 沿岸域／集水域全体での配慮
集水域の中における個別湿地の保全

6) 予防原則の適用
最善の科学的知見で影響が予測できない場合、

湿地の改変を中止する。



湿地を失地にしない

22

再生する 保全する 賢明な利用をする

水を抜かない 埋め立てない 汚さない

ゴミを捨てない



温暖化と湿地





ホオジロカンムリヅル（ウガンダの国鳥）



ラムサールと漁業

『世界湿地の日』 2007年2月2日

＜湿地は漁業を支える だから健全に保とう＞

干潟や藻場などの沿岸湿地保全が漁業資源を育てる



2.3 漁業資源
ワッデン海の干潟：

北海で捕れるカレイの50％、ツノガ
レイの80％、ニシンのほぼ100％が
成長のある時点で必要とする。


